「キューバを守るために」
欧州議会のキューバに対する内政干渉を非難する「人道擁護ネットワークネット」の提唱
3月11日キューバに対する欧州議会の議決に関して、「人道擁護ネット」の社会運動家、思想家、批評家、芸術家は以下表明する。
1. 我々は政治犯について欧州議会議員が示した感性を同じくする。彼らと同じように、EU諸国を含む世界のすべての国々のあらゆる政治犯の無条件即時釈放に賛意を表明する。
2. 彼らと同じように、一般的犯罪者であるオルランド・サパタの死を心より残念に思う。しかし、欧州議会自身によると「・・・・約40年ほどの間に」起きた初めてのケースである彼の死が、人権の尊重という目的とははるかに異なる、それとは程遠い政治的目的をもって歪曲されることを認めない。
3. 議決は「キューバにおける複数政党制民主主義への移行のための平和的プロセスの開始のために無条件に支援を与え、全面的に激励する欧州諸機関」に要望している。それは干渉行為であるだけでなく、植民地主義に反対し、内政不干渉・民族自決を守るという国連も擁護する我々の原則に反する行為である。そればかりでなくますます不十分で疑問の多いものとなっている民主主義という唯一のモデルを押し付けるものである。民主主義の模索と深化は、その形式主義的な度合いを浮き彫りにし、必ずしも複数政党制に限定しない真に民意を代表する新たな形態を作り出すもののはずである。またしばしば国際的な重要な問題について利害関係のある巨大な力を持った小グループが、政党制を超えて、一方的に決定を行うことがあるのはよく知られていることだ。
4. 一般的犯罪者であり決して政治犯ではないオルランド・サパタの件を、メデｲアで操作し、キューバ国民の内政問題に対する干渉を正当化しようとしている。それはラテンアメリカにおいて進められてきた開放のための変革プロセスを停滞させたり捻じ曲げたりするために採られてきた反対勢力弾圧政策と同じもので、押し付けを受け入れず、尊厳と独立の精神をもって自己の行方を決定する権利を守るというただそれだけの事実のために、キューバ国民が受けてきた経済封鎖に、さらに加えられているものである。
5．我々はキューバにおける人権の尊重について議員達が示した懸念を同じくする。しかしそれを世界全体に広げてみよう。40年間同じようなケースがないという犯罪者の死亡の件についても彼らは懸念しているが、同じようにガザの占拠と、一人ではなく何千人もの死をもたらしたパレスチナ人民への執拗な攻撃の終結を求めるよう勧める。都市や村に死と恐怖を引き起こしているイラクやアフガニスタンへの干渉をやめるよう、民主主義を守るという名目でその地に行う爆撃をやめるよう、ハイチの二重占領を、グアンタナモの刑務所の閉鎖を、その領土をそれの属する国キューバに返還することを、フォークランド諸島のアルゼンチンへの返還を、勿論のことだが、キューバ国民の人権を侵害し、一人の犯罪者への人間的扱いを要求する一方で、一国の国民全てに対してそれを否定する人の倫理観に疑問を抱かせるような経済封鎖の終結を求めるよう勧める。
キューバが受けている経済的かつメデｲアによるバッシングは、一般的犯罪者であるオルランド・サパタの死の以前からあるものだが、それは異なった道を歩むことを決めた国の人々の人権並びに政治に対するテロ行為である。

キューバ国民が自らの民主主義を規定し実施するための内部プロセスにたいする尊重を求める。国連の合意する内政不干渉という国際的原則の遵守を求める。

「人道擁護ネット」
